
4.環境監視結果（定期監視）

大阪市建設局

29



4  環境モニタリング【測定項目・測定地点】
30

測定地点

測
定
項
目

③
大
気
質

⑤
低
周
波
音

⑥
地
下
水

No.1

敷地境界

北側 ○ ○ ○
No.2 東側 ○ ○
No.3 南側 ○ ○
No.4 西側 ○ ○ ○
No.5 Ⅰ期Ⅱ期境界 ○
No.6 市営高見住宅25 2F ○
No.7

イーストスクエア27

2F ○
No.8 4F ○
No.9 14F

No.10 ブロッサムコート32 2F ○
No.11 グランコート33 2F ○
No.12 テオコート34 1F ○
作業ヤード全体（敷地境界）

計 10 4 3

測定地点

測
定
項
目

No.1

No.2

No.3

No.4

No.6

No.7,8,9

No.10

No.12
No.11

No.5

・地下水について、北側の事前監視で使用した井戸は、工事の進捗に伴い2019年7月に撤去した。
そのため、2019年度の計測は移設した井戸で実施した。
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4.1 定期監視結果まとめ

項目 調査結果の概要（2020年5月、8月、11月、2021年2月）

大気質
（有害大気汚
染物質）

・環境基準および指針値が規定される9項目について、全測定地点で、環境基準および指
針値を下回る結果となった。

・環境基準および指針値が規定されていない13項目について、事前監視の平均値（全測定
地点の平均値）よりも工事中の平均値（全測定地点の平均値）が大きくなった物質は
あった。しかしながら、汚染物質を拡散させる可能性のある含有量基準超過の汚染土は
2019年2月に撤去、置換済みである。そのため、今回の結果が汚染土に起因したもので
はないと考えられる。
今後も継続して監視を行う。

地下水

事前監視で地下水基準を超過した、ふっ素、砒素が工事中の2020年度の定期監視でも超過
した。2020年度の定期監視で新たに超過した物質はなかった。
2018年度の定期監視では、北側の井戸において、事前監視の結果と異なるほう素が地下水
基準値を超過したが、この原因は採水ポンプの影響であった。事前監視と工事中の定期監
視でポンプを同一とした結果、2020年度の超過物質は事前監視と同一の項目となり、かつ
同一レベルとなった。

低周波 全ての測定地点で自主管理値（環境省の定めた参照値）を下回る結果となった。
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4.2 定期監視結果（管理値超過項目）

・大気質は環境基準および指針値が規定される9項目について、全測定地点で、環境基準および指針値を
下回る結果となった。低周波も全ての測定地点で自主管理値（環境省の定めた参照値）を下回る結果と
なった。地下水は事前監視でも超過した砒素とふっ素が基準値を超過した。

大気質（22項目の物質を測定） 地下水（22項目の物質を測定） 低周波（3種類の低周波を調査）

東側 西側 南側 北側 ﾏﾝｼｮﾝ側
6箇所 西側 南側 北側

A3-5
北側
A3-1

北側
A3-2
(参考)

東側 西側 南側 北側

事前
監視

2017年
4月 0 0 0 0 0

1
・ふっ素
（7.3）

1
・ふっ素
（2.0）

1
・ふっ素
（4.3）

- - 0 0 0 0

2017年
7月 0 0 0 0 0

1
・ふっ素
（7.3）

1
・ふっ素
（2.8）

2
・砒素(0.051)
・ふっ素(5.2)

- - 0 0 0 0

2017年
9月 0 0 0 0 0

1
・ふっ素
（9.0）

1
・ふっ素
（2.1）

2
・砒素(0.058)
・ふっ素(5.8)

- - 0 0 0 0

2018年
1月 0 0 0 0 0

1
・ふっ素
（7.8）

1
・ふっ素
（2.0）

2
・砒素(0.021)
・ふっ素(5.8)

- - 0 0 0 0

工事中

2020年
5月 0 0 0 0 0

1
・ふっ素
（6.8）

1
・ふっ素
（1.7）

-
2

・砒素(0.013)
・ふっ素(2.2)

1
・ふっ素
（2.3）

0 0 0 0

2020年
8月 0 0 0 0 0

1
・ふっ素
（6.0）

1
・ふっ素
（1.7）

-
2

・砒素(0.012)
・ふっ素(2.8)

2
・ふっ素(2.3)
・ほう素(1.1)

0 0 0 0

2020年
11月 0 0 0 0 0

1
・ふっ素
（5.9）

1
・ふっ素
（1.6）

-
2

・砒素(0.014)
・ふっ素(2.7)

1
・ふっ素
（1.4）

0 0 0 0

2021年
2月 0 0 0 0 0

1
・ふっ素
（6.1）

1
・ふっ素
（1.7）

-
1

・ふっ素
（2.5）

1
・ふっ素
（3.2）

0 0 0 0
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4.3 定期監視結果（有害大気_揮発性①）

※凡例中の「事前」︓2017年度事前監視の年平均値、「定期」︓2020年度定期監視の年平均値

大阪市平均：2008年～2017年（0.078～0.22μg/m3） 大阪市平均：2008年～2017年（0.17～1.00μg/m3）

大阪市平均：2008年～2017年（2.4～6.7μg/m3）

1,2-ジクロロエタン、テトラクロロエチレン、ジクロロメ
タンの観測値の平均値は、環境基準および指針値よりも小
さな値であった。

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

1.4

1.6

濃
度

[μ
g/

m
3 ]

1,2-ジクロロエタン

No.1北側
（事前:0.096、定期:0 .106）
No.2東側
（事前:0.096、定期:0 .100）
No.3南側
（事前:0.093、定期:0 .101）
No.4西側
（事前:0.093、定期:0 .093）
No.6市営25
（事前:0.094、定期:0 .085）
No.7イースト27 2F
（事前:0.095、定期:0 .077）
No.8イースト27 4F
（事前:0.097、定期:0 .080）
No.10ブロッサム32
（事前:0.098、定期:0 .078）
No.11グラン33
（事前:0.089、定期:0 .089）

指針値

大阪市平均

環境基準 ： －

指針値 ： 1.6μg/m3

事前監視

工事中の

定期監視

0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

3.5

4

4.5

濃
度

[μ
g/

m
3 ]

ジクロロメタン

No.1北側
（事前:1.028、定期:1 .500）
No.2東側
（事前:1.015、定期:1 .800）
No.3南側
（事前:0.960、定期:1 .900）
No.4西側
（事前:0.955、定期:1 .665）
No.6市営25
（事前:0.955、定期:1 .690）
No.7イースト27 2F
（事前:0.963、定期:1 .345）
No.8イースト27 4F
（事前:0.933、定期:1 .553）
No.10ブロッサム32
（事前:0.970、定期:1 .503）
No.11グラン33
（事前:0.928、定期:1 .730）
No.12テオ34
（事前:0.940、定期:1 .488）

環境基準 ： 150μg/m3

指針値 ： ―

事前監視

工事中の

定期監視

環境基準
150≈

大阪市平均

0
0.2
0.4
0.6
0.8

1
1.2
1.4
1.6
1.8

2

濃
度

[μ
g/

m
3 ]

テトラクロロエチレン

No.1北側
（事前:0.100、定期:0 .619）
No.2東側
（事前:0.121、定期:0 .316）
No.3南側
（事前:0.097、定期:0 .256）
No.4西側
（事前:0.079、定期:0 .436）
No.6市営25
（事前:0.080、定期:0 .230）
No.7イースト27 2F
（事前:0.081、定期:0 .240）
No.8イースト27 4F
（事前:0.072、定期:0 .206）
No.10ブロッサム32
（事前:0.076、定期:0 .186）
No.11グラン33
（事前:0.078、定期:0 .399）
No.12テオ34
（事前:0.086、定期:0 .207）

環境基準
200≈

大阪市平均

事前監視

工事中の

定期監視

環境基準 ： 200μg/m3

指針値 ： ―



0

0.01

0.02

0.03

0.04

0.05

濃
度

[μ
g/

m
3 ]

クロロエチレン

No.1北側
（事前:0.007、定期:0 .000）
No.2東側
（事前:0.006、定期:0 .000）
No.3南側
（事前:0.006、定期:0 .000）
No.4西側
（事前:0.005、定期:0 .005）
No.6市営25
（事前:0.007、定期:0 .009）
No.7イースト27 2F
（事前:0.010、定期:0 .000）
No.8イースト27 4F
（事前:0.006、定期:0 .012）
No.10ブロッサム32
（事前:0.005、定期:0 .004）
No.11グラン33
（事前:0.007、定期:0 .000）
No.12テオ34
（事前:0.004、定期:0 .003）

指針値
10≈

事前監視

工事中の

定期監視

環境基準 ： －

指針値 ： 10μg/m3
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4.4 定期監視結果（有害大気_揮発性②）

大阪市平均：2007年～2017年（0.63～1.70μg/m3 ）大阪市平均：2007年～2017年（0.38～2.30μg/m3 ）

トリクロロエチレンの観測値の年平均値は、環境基準およ
び指針値よりも小さな値であった。
ベンゼンは、比較的大きな値であるが、環境基準値以下で
あるため、継続して計測を実施し状況の確認を行う。
クロロエチレンは時期により計量値が定量下限値以下とな
る結果となった。

※凡例中の「事前」︓2017年度事前監視の年平均値、「定期」︓2020年度定期監視の年平均値

グラフに記載ない箇所は、
定量下限値以下であった。
定量下限値︓0.011～0.016

グラフに記載ない箇所は、
定量下限値以下であった。
定量下限値︓0.0099～0.030

0

0.4

0.8

1.2

1.6

2

2.4

濃
度

[μ
g/

m
3 ]

トリクロロエチレン

No.1北側
（事前:0.245、定期:0 .495）
No.2東側
（事前:0.276、定期:0 .590）
No.3南側
（事前:0.252、定期:0 .535）
No.4西側
（事前:0.225、定期:0 .487）
No.6市営25
（事前:0.230、定期:0 .444）
No.7イースト27 2F
（事前:0.237、定期:0 .326）
No.8イースト27 4F
（事前:0.212、定期:0 .433）
No.10ブロッサム32
（事前:0.227、定期:0 .414）
No.11グラン33
（事前:0.232、定期:0 .439）
No.12テオ34
（事前:0.243、定期:0 .433）

事前監視

工事中の

定期監視

環境基準
200≈

環境基準 ： 200μg/m3

指針値 ： ―

大阪市平均

環境基準 ： 3μg/m3

指針値 ： ―

0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

濃
度

[μ
g/

m
3 ]

ベンゼン

No.1北側
（事前:0.495、定期:1 .083）
No.2東側
（事前:0.480、定期:1 .525）
No.3南側
（事前:0.440、定期:1 .435）
No.4西側
（事前:0.450、定期:1 .203）
No.6市営25
（事前:0.455、定期:1 .105）
No.7イースト27 2F
（事前:0.458、定期:0 .815）
No.8イースト27 4F
（事前:0.435、定期:0 .928）
No.10ブロッサム32
（事前:0.463、定期:0 .920）
No.11グラン33
（事前:0.433、定期:1 .018）
No.12テオ34
（事前:0.478、定期:0 .963）

事前監視

工事中の

定期監視
大阪市平均

環境基準
環境基準 ： 3μg/m3

指針値 ： ―



0

0.01

0.02

0.03

0.04

0.05

濃
度

[μ
g/

m
3 ]

シス-1,2-ジクロロエチレン

No.1北側
（事前:0.000、定期:0 .000）
No.2東側
（事前:0.000、定期:0 .000）
No.3南側
（事前:0.000、定期:0 .000）
No.4西側
（事前:0.000、定期:0 .000）
No.6市営25
（事前:0.000、定期:0 .000）
No.7イースト27 2F
（事前:0.000、定期:0 .000）
No.8イースト27 4F
（事前:0.000、定期:0 .000）
No.10ブロッサム32
（事前:0.000、定期:0 .000）
No.11グラン33
（事前:0.000、定期:0 .000）
No.12テオ34
（事前:0.000、定期:0 .000）

事前監視

工事中の

定期監視

環境基準 ： －

指針値 ： ―

0

0.005

0.01

0.015

0.02

0.025

0.03

濃
度

[μ
g/

m
3 ]

1,1-ジクロロエチレン

No.2東側
（事前:0.000、定期:0 .000）
No.3南側
（事前:0.000、定期:0 .000）
No.4西側
（事前:0.000、定期:0 .000）
No.6市営25
（事前:0.000、定期:0 .000）
No.7イースト27 2F
（事前:0.000、定期:0 .000）
No.8イースト27 4F
（事前:0.000、定期:0 .000）
No.10ブロッサム32
（事前:0.000、定期:0 .000）
No.11グラン33
（事前:0.000、定期:0 .000）
No.12テオ34
（事前:0.000、定期:0 .000）

事前監視

工事中の

定期監視

環境基準 ： －

指針値 ： ―
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4.5 定期監視結果（有害大気_揮発性③）

※凡例中の「事前」︓2017年度事前監視の年平均値、「定期」︓2020年度定期監視の年平均値

定量下限値
以下であった

定量下限値︓
0.01～0.016

定量下限値
以下であった

定量下限値︓
0.0034～0.0094

定量下限値
以下であった

定量下限値︓
0.015～0.019

定量下限値
以下であった

定量下限値︓
0.019～0.027

四塩化炭素は事前監視よりも工事中の値が大きいか箇所が
ある。

シス-1,2-ジクロロエチレン、1,1-ジクロロエチレンは全期
間において定量下限値以下となる結果となった。

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1

濃
度

[μ
g/

m
3 ]

四塩化炭素

No.1北側
（事前:0.468、定期:0 .555）
No.2東側
（事前:0.485、定期:0 .508）
No.3南側
（事前:0.475、定期:0 .495）
No.4西側
（事前:0.473、定期:0 .470）
No.6市営25
（事前:0.478、定期:0 .448）
No.7イースト27 2F
（事前:0.483、定期:0 .440）
No.8イースト27 4F
（事前:0.493、定期:0 .430）
No.10ブロッサム32
（事前:0.480、定期:0 .410）
No.11グラン33
（事前:0.468、定期:0 .443）
No.12テオ34
（事前:0.488、定期:0 .435）

環境基準 ： －

指針値 ： ―

事前監視

工事中の

定期監視



0

0.005

0.01

0.015

0.02

0.025

濃
度

[μ
g/

m
3 ]

1,1,1-トリクロロエタン

No.1北側 （事

前:0.004、定期:0.000）
No.2東側 （事

前:0.008、定期:0.000）
No.3南側 （事

前:0.004、定期:0.000）
No.4西側 （事

前:0.006、定期:0.000）
No.6市営25
（事前:0.004、定期:0 .000）
No.7イースト27 2F
（事前:0.006、定期:0 .000）
No.8イースト27 4F
（事前:0.009、定期:0 .000）
No.10ブロッサム32
（事前:0.004、定期:0 .000）
No.11グラン33
（事前:0.004、定期:0 .000）
No.12テオ34
（事前:0.004、定期:0 .000）

環境基準 ： －

指針値 ： ―

事前監視

工事中の

定期監視

0

0.005

0.01

0.015

0.02

0.025

0.03

濃
度

[μ
g/

m
3 ]

1,1,2-トリクロロエタン

No.1北側
（事前:0.000、定期:0 .000）
No.2東側
（事前:0.000、定期:0 .000）
No.3南側
（事前:0.000、定期:0 .000）
No.4西側
（事前:0.000、定期:0 .000）
No.6市営25
（事前:0.000、定期:0 .000）
No.7イースト27 2F
（事前:0.000、定期:0 .000）
No.8イースト27 4F
（事前:0.000、定期:0 .000）
No.10ブロッサム32
（事前:0.000、定期:0 .000）
No.11グラン33
（事前:0.000、定期:0 .000）
No.12テオ34
（事前:0.000、定期:0 .000）

事前監視

工事中の

定期監視

環境基準 ： －

指針値 ： ―

0

0.01

0.02

0.03

0.04

0.05

0.06

0.07

0.08

0.09

0.1

濃
度

[μ
g/

m
3 ]

1,3-ジクロロプロペン

No.1北側
（事前:0.000、定期:0 .000）
No.2東側
（事前:0.000、定期:0 .000）
No.3南側
（事前:0.000、定期:0 .000）
No.4西側
（事前:0.000、定期:0 .000）
No.6市営25
（事前:0.000、定期:0 .000）
No.7イースト27 2F
（事前:0.000、定期:0 .000）
No.8イースト27 4F
（事前:0.000、定期:0 .000）
No.10ブロッサム32
（事前:0.000、定期:0 .000）
No.11グラン33
（事前:0.000、定期:0 .000）
No.12テオ34
（事前:0.000、定期:0 .000）

環境基準 ： －

指針値 ： ―

事前監視

工事中の

定期監視
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4.6 定期監視結果（有害大気_揮発性④）

※凡例中の「事前」︓2017年度事前監視の年平均値、「定期」︓2020年度定期監視の年平均値

1,3-ジクロロプロペン、1,1,2-トリクロロエタンは全期間
において定量下限値以下となった。

1,1,1-トリクロロエタンは時期により定量下限値以下と
なる結果となった。

定量下限値
以下であった

定量下限値︓
0.029～0.033

定量下限値
以下であった

定量下限値︓
0.057～0.066

グラフに記載ない箇所は、
定量下限値以下であった。
定量下限値︓0.010～0.015

グラフに記載ない箇所は、
定量下限値以下であった。
定量下限値︓0.012～0.015

定量下限値
以下であった

定量下限値︓
0.015～0.018

定量下限値
以下であった

定量下限値︓
0.0097～0.021
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4.7 定期監視結果（有害大気_重金属①）

砒素、水銀、ダイオキシンの観測値平均値は、環境基準およ
び指針値よりも小さな値であった。

2020年11月は大阪市内他地点においても濃度が上昇してい
ることから、工事の直接的な影響ではないと考えられる。

※凡例中の「事前」︓2017年度事前監視の年平均値、「定期」︓2020年度定期監視の年平均値
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4.8 定期監視結果（有害大気_重金属②）

※凡例中の「事前」︓2017年度事前監視の年平均値、「定期」︓2020年度定期監視の年平均値

カドミウム、鉛、クロムは事前監視の平均値（全測定地点
の平均値）よりも工事中の平均値（全測定地点の平均値）
が大きくなった。

2020年11月は大阪市内他地点においても濃度が上昇して
いることから、工事の直接的な影響ではないと考えられる。
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4.9 定期監視結果（有害大気_重金属③）

※凡例中の「事前」︓2017年度事前監視の年平均値、「定期」︓2020年度定期監視の年平均値

ふっ素、ほう素およびセレンは時期により計量値が定量下
限値以下となる結果となった。

2020年11月は大阪市内他地点においても濃度が上昇して
いることから、工事の直接的な影響ではないと考えられる。

グラフに記載ない箇所は、
定量下限値以下であった。
定量下限値︓0.0012～0.0019

グラフに記載ない箇所は、
定量下限値以下であった。
定量下限値︓0.0012

グラフに記載ない箇所は、
定量下限値以下であった。
定量下限値︓0.0015～0.0043

グラフに記載ない箇所は、
定量下限値以下であった。
定量下限値︓0.00022

グラフに記載ない箇所は、
定量下限値以下であった。
定量下限値︓0.00051

グラフに記載ない箇所は、
定量下限値以下であった。
定量下限値︓0.00024～0.00028
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4.10 定期監視結果（有害大気_重金属④）

定量下限値以下であった。

※凡例中の「事前」︓2017年度事前監視の年平均値、「定期」︓2020年度定期監視の年平均値

定量下限値
以下であった

定量下限値︓
0. 46～0.8

定量下限値
以下であった

定量下限値︓1.1



4.11 敷地境界北側地下水採水位置 41

・北側の定期監視用地下水採水位置は、工事での
掘削範囲に干渉するため追加井戸を設置し水質
変化の確認を行ってきた。しかしながら、①事
前監視の井戸と②追加井戸の電気伝導率を確認
した結果、②追加井戸の電気伝導率が高く、海
水成分を多く含むことが予想された。（海水成
分が多く含まれるため、ほう素が高い値を示し
た。）

・そこで、地下埋設物図を確認すると、①事前監
視の井戸と②追加井戸の間に残置された鋼矢板
護岸が存在する可能性があることが判明し、試
掘した結果鋼矢板を確認した。

・工事中の定期監視の目的は、事前監視で得た水
質との水質変化の比較である。そのため、元々
の水質が異なる者同士を比較することに有効性
がないと考え、③さらに追加の井戸を設置した。

・③さらに追加した井戸の水質は、①事前監視の
井戸と類似していることから、今後は③さらに
追加した井戸の水質調査を実施することとした。

→2018年度有識者会議にて承認済み。

残置された鋼矢板護岸

敷地境界

試掘結果

①事前監視の井戸

②追加井戸 ③さらに追加した井戸

N



0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

濃
度

[m
g/

m
3 ]

ふっ素およびその化合物

①北側移設前

（事前:3.725、定期:2 .400）

③北側移設後

（事前:3.400、定期:2 .850）

南側

（事前:1.850、定期:1 .725）

西側

（事前:7.950、定期:6 .500）

環境基準

地下水基準

： 0.8mg/L

事前監視

工事中の

定期監視

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

1.4

1.6

1.8

濃
度

[m
g/

m
3 ]

ほう素およびその化合物

①北側移設前

（事前:0.850、定期:0 .400）

③北側移設後

（事前:0.400、定期:0 .725）

南側

（事前:0.275、定期:0 .300）

西側

（事前:0.275、定期:0 .300）

環境基準

地下水基準

： 1mg/L

事前監視

工事中の

定期監視

0

0.01

0.02

0.03

0.04

0.05

0.06

0.07

濃
度

[m
g/

m
3 ]

砒素およびその化合物

①北側移設前

（事前:0.012、定期:0 .000）

③北側移設後

（事前:0.000、定期:0 .014）

南側

（事前:0.000、定期:0 .000）

西側

（事前:0.003、定期:0 .001）
環境基準

事前監視

工事中の

定期監視

地下水基準

： 0.01mg/L

42
4.12 定期監視結果（地下水①）

※凡例中の「事前」︓2017年度事前監視の年平均値、「定期」︓2020年度定期監視の年平均値

事前監視で基準値を超過した、ふっ素、砒素が定期監視で
も超過した。③北側移設後の井戸において、ほう素の値が
上昇したが、これは2019年7月に残置された矢板を引き抜
いた影響が考えられる。今後も継続して監視を行う。

グラフに記載ない箇所は、
定量下限値以下であった。
定量下限値︓0.001

水中ポンプで採水した影響
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4.13 定期監視結果（地下水②）

※凡例中の「事前」︓2017年度事前監視の年平均値、「定期」︓2020年度定期監視の年平均値

セレンは敷地境界西側で2019年5月、8月に上昇したが、
地下水基準値以下であり、かつ2019年11月には定量下限
値以下、2020年2月以降は観測値が小さくなっているため、
今後も継続して監視を行う。

2018年度、敷地境界西側のダイオキシンが増加傾向に
あった。この原因についても、水中ポンプにより懸濁物質
が多く吸引された可能性がある。2020年度の定期監視で
は、事前監視の値を大幅に上回っていないことから今後も
経過を観察する。

鉛は時期により計量値が定量下限値以下となる結果となっ
た。なお、2020年度では全て定量下限値となった。

グラフに記載ない箇所は、
定量下限値以下であった。
定量下限値︓0.001

グラフに記載ない箇所は、
定量下限値以下であった。
定量下限値︓0.001

水中ポンプで採水した影響
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4.14 定期監視結果（地下水③）

その他の物質（四塩化炭素、1,1-ジクロロエチレン、 1,2-ジクロロエチレン、シス-1,2-ジクロ
ロエチレン、1,3-ジクロロプロペン、テトラクロロエチレン、ジクロロメタン、1,1,1-トリク
ロロエタン、1,1,2-トリクロロエタン、ベンゼン、トリクロロエチレン、クロロエチレン、
カドミウム及びその他化合物、シアン化合物、六価クロム化合物、水銀及びその他化合物、
アルキル水銀）は、事前監視および工事中の定期監視において、
全ての期間、全ての地点において定量下限値以下となった。
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4.15 定期監視結果（低周波音 L ）50

単位︓dB

・平日 ・休日
一般環境中に存在する低周波音圧レベル 一般環境中に存在する低周波音圧レベル

2017年4月 2017年7月 2017年9月 2018年1月 2020年5月 2020年8月 2020年11月 2021年2月

北側 72 71 72 71 70 75 74 70

東側 72 71 72 71 69 69 69 70

南側 68 67 71 68 67 68 68 69

西側 69 68 70 68 65 68 65 65

北側 70 70 69 69 71 75 71 67

東側 68 69 68 67 65 66 65 66

南側 65 66 68 68 64 65 63 65

西側 67 67 67 65 62 66 62 62

L50
事前監視 2020年度　定期監視

平日

休日

管理値 90
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4.16 定期監視結果（低周波音 L ）G5 単位︓dB

・平日 ・休日
心身に係る苦情に対する参照値 心身に係る苦情に対する参照値

2017年4月 2017年7月 2017年9月 2018年1月 2020年5月 2020年8月 2020年11月 2021年2月

北側 79 78 78 77 78 82 81 79

東側 76 77 76 75 79 79 77 79

南側 78 78 80 77 75 80 75 75

西側 74 76 76 74 74 75 72 73

北側 75 73 77 74 80 83 79 73

東側 72 72 73 72 75 76 74 75

南側 75 74 76 74 72 72 72 72

西側 73 74 73 72 72 74 69 69

管理値 92

LG5
事前監視 2020年度　定期監視

平日

休日
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4.17 定期監視結果（1/3オクターブ音圧レベル 事前監視との比較）

工事期間（2020年5月）

工事期間（2020年8月）

事前監視（2017年5月）

事前監視（2017年8月）

(Hz)

(dB)

(dB)

(Hz)

(dB)

(dB)
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4.18 定期監視結果（1/3オクターブ音圧レベル 事前監視との比較）

工事期間（2020年11月）

工事期間（2021年2月）

事前監視（2017年11月）

事前監視（2018年2月）

(Hz)

(dB)

(dB)

(Hz)

(dB)

(dB)



5.第四回有識者会議
（令和2年6月30日）
指摘への対応

大阪市建設局
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5.1 第四回有識者会議（令和2年6月30日）指摘への対応
■コメント
管理値超過時の内容と対策の記録に加え、苦情があった場合の内容と対応も記録した
ほうが良い。

日付 作業内容および対策

2019
年

5/27
騒音

マンション側から杭打ち工事に起因した騒音に対する苦情。
・バックホウ操作時のバケット騒音が顕著であったため、バケットのゆるみ防止処置および操作時にゆっ
くりと操作する対策を実施。

2020
年

9/15
騒音

マンション側からコンクリート打設の遅延に伴う騒音に対する苦情。
・1回の打設数量を減らし打設が、17時よりも前に終わるように計画変更した。

11/9
騒音

マンション側から夜間のモーター音が気になるという苦情。
・濁水処理プラント攪拌用モーターを防音シートで囲い防音対策を実施。

2021
年

7/20
騒音

マンション側からクレーン警報器の音がうるさいという苦情。
・クレーン警報器の音量を最小限として対応。

■苦情記録


